短期農業インターン受入事業実施要領

第１　事業の趣旨

農業者の減少と高齢化が進展する中、高校生や大学生などを始めとする若者や非農家出身の社会人へ農業現場を体験する機会を提供し、短期農業体験を行うことにより、就農意欲向上を図るため「短期農業インターン」(以下、「体験」という。)を実施する。

第２　体験の内容

１　目的

就農ビジョンの具体化につなげるとともに、農業経営への正しい理解を通じて、就農意欲の向上と雇用のミスマッチの解消を図る。

２　対象
社会人、大学生、専門学校生で、独立就農、法人就職を問わず、静岡県内の農業への就業に意欲がある者。

または、県内の高等学校に通学する生徒で、農業に関心があり、かつ学校で農業

現場を体験する機会がない者。

３　体験日数
（１）①社会人、大学生、専門学校生は、体験１回当たり延べ３日以上７日以内。

②高校生は体験１回当たり延べ１日以上７日以内。

（２）体験は１人当たり３回まで行うことが出来る。

（３）同一人が同一体験受入先で再度体験を行うことはできない。

４　体験時期
当該年度の２月末日まで

５　参加申込受付期間

当該年度の１月31日まで

６　体験受入先

　　申込者の要望に応じて農林事務所が選定する。

第３　受入先の選定

体験受入先は、農林事務所が応募者の意向を踏まえ選定する。

第４　募集手続き等

１　参加者の募集

参加者の募集は別に定める募集要項により行う。

　２　参加申込の受付

参加申込の受付は、参加申込書（様式第１号）により、申込者が体験を希望する地域を所管する県農林事務所（以下、「担当農林事務所」という。）が行う。

　３　参加者の内定

（１）担当農林事務所は、参加申込を受け付けた場合には、謝礼金等の必要金額を確認し、必要に応じて農業ビジネス課へ予算の確認を行うものとする。

（２）担当農林事務所は、申込者に対し、面談による就農相談を行うものとする。

ただし、居住地が遠く、面談が難しい場合に限り、電話等での相談も可能とする。

また、他地域の農林事務所等で就農相談を行っている場合には、農林事務所間で相談内容を共有し、相談を省略することができる。

（３）担当農林事務所は、就農相談の結果、参加申込書に記載された動機が明確であると認められる申込者について、本人の希望を踏まえた上で体験受入先を選定する。その後受入先に対して受入の可否を確認し、予算の範囲内で先着申込順に内定し、通知する。

　４　実施計画書等の作成・提出

担当農林事務所から内定を受けた申込者は、体験受入先と日程や体験内容の調整を行い、以下の書類を体験開始予定日の概ね１週間前までに担当農林事務所へ送付する。

（１）誓約書（様式第２号）
（２）実施計画書（様式第３号） 

（３）以下の内容を補償する保険に加入したことが確認できる書類の写し

ア　参加者自身が体験実施中にケガをしたり、亡くなったりした場合

イ　参加者が体験実施中に第三者の身体や財物に損害を与えた場合

５　参加者の決定

担当農林事務所は、４の規定に基づき提出された書類が適正と認められる場合、申込者及び体験受入先へ体験受入の決定を通知する。

　６　体験の実施

（１）体験受入先は参加者に対して、実施計画書に沿って体験を実施するとともに、必要に応じて、就農に関する相談、情報提供などの支援をする。

（２）体験受入先は、体験実施中に参加者の様子を写真で記録する。

（３）体験実施中に怪我や事故が発生した場合は、体験受入先が病院搬送など適切な処置をとるとともに、速やかに担当農林事務所に連絡し、その後の対応について協議する。

　７　体験の中止及び変更

（１）体験受入先は、天候等のやむを得ない理由により、受入を中止又は日程等を変更しようとする場合、速やかに担当農林事務所に連絡し、その指示に従って、受入中止・変更届（様式第７号）を担当農林事務所に提出する。

（２）参加者は、健康状態等のやむを得ない理由により、参加を辞退又は日程等を変更しようとする場合、速やかに体験受入先に連絡する。体験受入先は、担当農林事務所へその旨を報告する。その後、参加者は担当農林事務所の指示に従い、速やかに参加辞退・変更届（様式第８号）を担当農林事務所に提出する。

８　実績の報告

（１）参加者は、体験報告書（様式第４号）を作成し、体験最終日に体験受入先に提出する。

（２）体験受入先は実績報告書（様式第５号）を作成し、参加者が作成した体験報告書と併せて15日以内に担当農林事務所に提出する。

（３）報告書の提出を受けた担当農林事務所は、電話等により体験受入先や参加者に対し、体験の状況や将来の就農希望等の聞き取りを行い、体験実績確認書（様式第６号）を作成する。

　９　謝礼の支払い

（１）担当農林事務所は、実績報告書の内容を確認し、速やかに体験受入先に対して謝礼を支払う。

（２）謝礼は、体験受入１人１日あたり8,000円とする。

10　実施状況の報告

（１）担当農林事務所は、実施状況一覧表（様式第９号）により、実施状況を整理する。

（２）担当農林事務所は、３月20日までに、一覧表（様式第９号）及び当該年度体験参加者全員の体験報告書（様式第４号）、実績報告書（様式第５号）、体験実績確認書（様式第６号）の写しを県農業ビジネス課に提出する。

（３）担当農林事務所は、県農業ビジネス課から一覧表（様式第９号）及び関係書類の提出依頼があったときは、速やかに提出する。

第５　その他

この要領に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。

附則

１　この要領は、令和２年５月26日から適用する。
　２　この改正は、令和４年度分の事業から適用する。

　３　この改正は、令和６年度分の事業から適用する。

